
第５号様式
令和 6年 12月 18日

下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 グループホーム のぞみ

サービス種別 認知症対応型共同生活介護

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3

担当者 齋藤 南 連絡先 045-560-6312

運営法人 株式会社 ゆい

２．開催日時・場所

日時 令和6年12月18日 16時00分 ～ 16時15分 場所 オンライン開催

３．出席者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

利用者又は利用者の家族 欠席

地域住民の代表者 日吉本町東地区 民生委員・児童委員

地域住民の代表者 日吉本町西地区 民生委員・児童委員

地域住民の代表者 高田地区 民生委員・児童委員

地域住民の代表者 高田地区 民生委員・児童委員

地域住民の代表者 高田地区 民生委員・児童委員

当該サービスに知見を有する者 日横クリニック 医師

当該サービスに知見を有する者 高田歯科医院 歯科医師

当該サービスに知見を有する者 ひよこ訪問看護ステーション 看護師

当該サービスに知見を有する者 日吉堂薬局 薬剤師

当該サービスに知見を有する者 イシダ薬局 薬剤師

（裏面あり）

市の職員又は地域包括支援センターの職員 高田地域ケアプラ 生活支援コーディネーター

市の職員又は地域包括支援センターの職員 樽町地域ケアプラ 保健師

市の職員又は地域包括支援センターの職員 日吉本町地域ケアプラ 看護師

４．活動状況報告

別紙（様式３）のとおり



８．その他特記事項

特になし

５．活動状況に関する評価・意見・要望

転倒事故について
・民生委員： 認知症予備軍の方たちの話を聞くと、転倒・骨折の事故が多くて、自宅の中で

転ばれる方も多い。
独居の方だと保証人の方がいないという事態が多くなってきている。
ケアプラザさんに相談して対応していただくということが増えている。

・包括： 転倒についてはやはり注意していただきたい。

・医師： ２０２５年問題 地域包括ケアが機能しているのか。地域で安心して生活できるシステムが
できているのか？が問題。
現在は、それを先送りにして、２０４０年問題といわれている。
その中で地域密着型のサービスが果たす役割は重要だと思う。

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

転倒事故について
・施設では（病院と違い）行動制限をすることができない。転倒を防ぐことができないが、ヒヤリハットを

上げることで転倒の事故を防いでいこうという取り組みを行っている。

７．地域からの情報提供

特になし



第４号様式
2024年12月1日

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

１．基本情報

事業所名 グループホーム のぞみ

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3

担当者 齋藤 南 連絡先 045-560-6312

運営法人 株式会社 ゆい

２．登録者の状況

登録者数（ 11月 30日現在） 女性 8  名 男性 1 名 計 9 名

名 名 2  名 1 名

目標に向けた
具体的取組

【事業所のしつらえ・環境】
・自立支援を促す環境作り

【事業所と地域のかかわり】
・外出の機会を設ける
・地域と関わる機会を設ける

【業務・職員について】
・認知症ケアの知識・技術の向上
・働きやすい環境作り、業務効率化

４．活動報告

〇社内研修
ジョブメドレーアカデミー（eラーニング）
9月 接遇に関する研修

   10月 緊急時の対応に関する研修
 11月  認知症及び認知症ケアに関する研修

〇社外研修
10/14    市進教育グループ主催 管理者研修 管理者1名参加

    10月・11月 横浜市グループホーム連絡会 介護現場交流研修 職員3名参加
10月～12月  認知症介護実践者研修 職員1名参加

〇行事
 9/16  敬老会
10/16 10月生まれの方お誕生日会
10/27 【個別レク】町内会の運動会参加

    11/23  11月生まれの方お誕生日会
11/25 【個別レク】外出レク
11/27 食事レク
毎月第2土曜日 フラワーアレンジメント
毎月第3土曜日 移動販売パン屋さん(エッセン)

●9/13 防災総合訓練 LINE WORKSのアンケート機能を利用し安否確認訓練を実施

3 名 2  名 1  名

３．運営方針

事業所の目標
事業所の理念： その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標： 「その人らしく生きる」を支え寄り添う介護を行う

要介護度(平均2.8）



５．健康管理

毎朝、体温、血圧測定を行う他、普段と違った様子はないかを観察し、食事量や排せつ等に変化がないかを
確認しながら、医師や看護師と連携して対応しています。また、手摺り消毒や定期的な換気も継続して行っており
ます。
10月・11月に入居者、職員のインフルエンザ予防接種済みです。

9/28町内会の防災訓練に職員1名参加しました。1/28(火)13：30～15：00に看護小規模多機能施設のぞみと合同
で第5回運営推進会議を開催予定です。

８．その他特記事項

（職員の入退職・異動等）

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故 １件（行政報告0件）
①異食 10/25（10：10）デイルーム食席にてティッシュペーパーを咀嚼されていた。

ヒヤリハット 12件
①異食の可能性(2件)
②転倒・転落の危険性(2件)
③服薬事故のリスク(2件)
④皮下出血 (3件)
⑤怪我のリスク(1件)
⑥義歯破損のリスク(1件)
⑦他入居者の使用していたマスクを着用していた。

改善策

事故
① 【原因】  認知症があり、異食の可能性のある入居者である。

 食事の時以外はティッシュはテーブルに置かないことになっていたが、片付け忘れて
 いた。食事の時に使用したティッシュを持っていた、もしくは他入居者から受け取った
 可能性がある。

  【対策】  紙類は使い終わったら回収する。食事時は各入居者におしぼりを提供し、紙類は必要な
 入居者に職員が手渡しすることとした。定期的にポケットの中を確認する。

７．地域への情報提供




